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会場：北星学園大学　大谷地キャンパス
　　　　　札幌市厚別区大谷地西 2-3-1　TEL：011-891-2731
　　　　　（地下鉄東西線  大谷地駅 1番出口より徒歩 5､6 分）

受　　付  12：00～           　C館1階　50周年記念ホール前
記念講演  12：30～13：30　学長 大坊 郁夫 氏
昼　　食  13：45～14：45　大学会館3階にて食事
演 奏 会  14：15～15：30　チャペルにて
                                         パイプオルガン演奏会
施設見学  15：00～15：40　大学会館２階　集合　
バス移動  15：50～16：30　ANAクラウンプラザホテル札幌

　定期総会・懇親会の日程に合わせて、同窓会と大学共催のホームカミ

ングデーを上記のとおり開催いたします。大谷地キャンパスでは、大坊

学長の記念講演や懐かしい学食メニュー：オレンジランチをこの日、1

日だけの復活メニューとして味わえます。また、チャペルでのパイプオ

ルガンコンサートや学生によるキャンパス内施設見学も行います。

　ホームカミングデー

終了後は、バスでANA

クラウンプラザホテル

札幌まで移動し、総会・

懇親会を行います。

　ぜひ懐かしいキャンパ

スに同窓生を誘い合って

お集まりください。多く

の方のご参加をお待ちし

ております。
ホームカミングデーでは懐かしい学食を提供します

溝口　雅明  先生
　溝口先生は1992年に北星学園
女子短期大学生活教養学科の教員
として着任され、「ビジネスコン
ピューティング」「北海道の生活と
経済」等の科目を担当されました。
その後､2007年には「生活創造学
科長」として大変ご尽力いただき､
2018年3月に退職されました。現
在は岩見沢市栗沢町万字で「私設
ジン鍋博物館／ジン鍋アート
ミュージアム」を開設され、ライフ
ワークを楽しまれています。

田村　信一  先生
　田村先生は1981年に北星学園大
学経済学部教員として着任され、
「社会思想史」「経済政策論」等の
科目をご担当されました。その後､
2003年には経済学部長、2005年
には副学長、2012年～2018年
3月までは本学学長としてご尽力
いただきました。2018年3月に
ご退職され､同年6月には名誉教授
の称号を授与されました。

招待教員のご紹介

会場：ANAクラウンプラザホテル札幌
                  札幌市中央区北3条西1丁目2-9　TEL：011-221-4411

定期総会  16：30～17：00　3階
懇 親 会  17：30～19：30　3階　
※懇親会費： 3,000円（税込）
　ホテルの円卓での会食となります。

　懇親会には、招待教員はじめ、現旧教

職員が多数出席する予定です。お世話に

なった方との楽しい会食の時となると思い

ます。同窓生の友人もお誘い合わせの上､

ぜひご参加ください。

（旧：札幌全日空ホテル）

バスを用意しています。乗車
希望の方は、予約が必要で
す。下記の申込方法より期限
までにお申し込みください。

バスで移動

同封されたハガキ、または本学ホームページの「申込み
フォーム」からお申込みください。バス乗車を希望する
場合も申込みが必要です。

北星学園大学 同窓会事務局（社会連携課）
TEL：011-891-2731
メールアドレス：dousoukai@hokusei.ac.jp

◎申込期限：9月20日（木）

問合せ先
○スケジュールは変更する場合があります。
　本学HPにて詳細をご確認ください。
○公共交通機関でのお越しをお願いいたします。

ホームカミングデーと同日（10/20）に行います

発　　　行　

北星学園大学同窓会
札幌市厚別区大谷地西２－３－１
　      TEL（０１１）８９１ー２７３１ 
発行責任者　松　倉　　千　春
編集責任者　事務局編集委員
　　　　　  印刷　北海道リハビリー

学
長
就
任
に

あ
た
っ
て

私
は
、
田
村
信
一
前
学
長
の
後
を
受
け
、

４
月
か
ら
学
長
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
８
８

年
か
ら
２
０
０
０
年
ま
で
文
学
部
、
社
会
福

祉
学
部
に
在
職
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
18

年
ぶ
り
に
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
間
、
女

子
短
期
大
学
が
短
大
部
と
し
て
こ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
一
緒
に
な
っ
た
こ
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス

が
お
洒
落
に
変
貌
し
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。

こ
の
季
節
、
柔
ら
か
い
木
々
の
緑
と
共
に

北
星
学
園
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ラ
イ
ラ
ッ
ク

が
甘
い
香
り
に
咲
き
満
ち
て
い
る
様
子
は
心

を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

４
月
以
降
、
関
連
諸
機
関
に
就
任
挨
拶
を

続
け
ま
し
た
。
行
く
先
々
で
本
学
の
建
学
の

精
神
に
基
づ
く
確
か
な
教
育
へ
の
信
頼
、
社

会
貢
献
の
大
き
さ
に
言
及
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
同
窓
生
が
頼
ら
れ
る
存
在
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
よ
く
耳
に
し
、

日
々
誇
ら
し
い
思
い
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

130
年
を
超
え
る
北
星
学
園
の
重
み
と
大
学
の

56
年
の
歴
史
か
ら
着
実
に
北
海
道
の
伝
統
校

に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
今

や
、
こ
の
伝
統
を
礎
と
し
た
新
た
な
挑
戦
を

行
う
時
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
学
の
図
書
館
で
の
充
実
し
た
時
間
を
思

い
出
と
し
て
い
る
同
窓
生
の
方
々
は
少
な
く

な
い
と
思
い
ま
す
。
人
に
は
落
ち
着
い
た
場

所
が
必
要
で
す
。
図
書
館
の
休
憩
室
、
話
せ

る
学
習
エ
リ
ア
を
始
め
と
し
て
、
落
ち
着
け

る
学
び
の
場
は
増
え
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

棟
２
階
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
、
さ
ら

に
大
学
会
館
の
２
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
、
Ｃ
館
の

４
階
か
ら
７
階
に
は
各
階
デ
ザ
イ
ン
の
異
な

る
ラ
ウ
ン
ジ
も
あ
り
ま
す
。
母
校
の
様
子
を

ぜ
ひ
の
ぞ
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

学　長

大坊　郁夫
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が
聞
け
た
の
で
、
今
後
も
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

例
年
総
合
優
勝
に
対
す
る
盛
り
上

が
り
が
少
な
く
、
重
視
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
問
題
と
し
て
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
今
年
度
は
、
優
勝

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
呈
す
る
こ
と
で

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
よ
う
と

試
み
た
と
こ
ろ
、
総
合
優
勝
を
目

指
し
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
競
技

に
参
加
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
総
合
優
勝
得
点
を

一
勝
に
つ
き
一
ポ
イ
ン
ト
と

簡
略
化
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

掲
示
す
る
こ
と
で
総
合
優
勝

に
向
け
て
大
き
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
る
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。

10
月
に
は
星
学
祭
が
行
わ

れ
ま
す
。
今
ま
で
の
良
い
と
こ

ろ
は
取
り
入
れ
つ
つ
、
新
た
な

こ
と
に
挑
戦
す
る
企
画
も
考

え
て
い
る
の
で
、
皆
様
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　同窓生から『最近の先生がどのような研究をされているか「大

学紀要の目次」を「大谷地だより」に掲載して欲しい。先生の研

究内容を見ると自分たちも刺激となります』と連絡がありました。

　北星学園大学総合研究センターに確認の上、今回は社会福祉学

部のみの掲載となりましたが、大学図書館ホームページからも目

次のほかコンテンツ本体（論文の内容）も読むことができます。下

記アドレスからアクセスしてみてください。

｢大学図書館ホームページ」 

https://opac.hokusei.ac.jp/library/→「北星学園大学学術情報
リポジトリ」　https://hokusei.repo.nii.ac.jp/　

　こちらからコンテンツ本体をクリックすると、より詳しく論文内容を

確認することができます。

学術情報リポジトリの紹介

｢自己決定(権)論」の問題圏

―そのアポリアへの制度的アプローチ―…………………………………米本　秀仁

がん告知に対する態度に影響を与える心理学的要因…………柴田　利男

大学生のグループへの同調行動に及ぼすシャイネスおよび集団凝集性の影響

…………………………………………………………………………………栗林　克匡

クライエントの怒りへの介入モデルとセラピストの責務および倫理

………………………………………………………………田澤　安弘　　近田　佳江

多元的ブリーフセラピーが気分および感情に及ぼす静穏効果の検討

―個別的な介入研究のこころみ―………………………田澤　安弘　　近田　佳江

児童養護施設の中高校生のアタッチメント・スタイルと特性不安の関連

………………………………………………………………牧田　浩一　　伊藤　英世

高等教育機関における障害学生の情報保障支援の課題(1)�

―先進事例調査を中心に― 

…………………………杉岡　直人　　大原　昌明　　畠山　明子　　長谷川典子

総説：アルツハイマー型認知症の病態と治療…………………福島　順子

Readiness quizzes for a moodle environment ……Thomas H. GOETZ

｢森林浴」、「森林セラピー」と社会教育

―歴史的根拠と事例を含む国際比較― 

…………………………………………………K.Ulrike NENNSTIEL　 河野　和枝

松井二郎による社会福祉理論研究の再検討

―その特徴・限界・現代的意義―…………………………………………伊藤新一郎

バブル経済崩壊後における札幌市の福祉予算…………………平井　廣一

研究ノート
地域との連携に根ざしたキャリア教育の実践

―共生社会の実現に向けた地域との協働―……………田実　　潔　　播磨　正一

調 査 報 告
就労している障害者の就労後に必要な事の検討

―わーくカフェ ジョインの取り組みから―………………………………重泉　敏聖

北星学園大学社会福祉学部

北  星  論  集
第 55号（2018 年 3 月）
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2018年3月

北星学園大学

今
年
も
10
月
７
日
（
日
）・
８
日
（
月
・
祝
）

の
２
日
間
、第
57
回
星
学
祭
（
大
学
祭
）
が
本
学

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
模
擬
店
、
餅
ま
き
、
砂
金
掘
り

体
験
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ

ブ
、
そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
花
火
大
会
の
他

に
も
、
現
在
、
大
学
祭
実
行
委
員
会
で
は
新
た
な

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
中
で
す
。

星
学
祭
は
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
家
族

や
ご
友
人
の
方
々
を
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
企
画
内
容
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
、
随

時
大
学
公
式
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

体
育
祭
を
終
え
て

第
57
回
大
学
祭
実
行
委
員
会
　
委
員
長
　
北
山
　
　
凌

私
は
２
０
１
２
年
に
北
星
学
園

大
学
文
学
部
・
英
文
学
科
を
卒
業

後
、
在
学
中
に
抱
い
た
２
つ
の
夢

を
叶
え
ま
し
た
。

１
つ
は
高
校
の
教
師
で
す
。
生

徒
と
の
熱
い
日
々
に
よ
く
涙
し
て

い
ま
し
た
（
笑
）
釧
路
商
業
高
校

で
働
い
た
５
年
間
で
２
度
、
北
星

時
代
に
仲
間
で
結
成
し
た
バ
ン
ド

�Every L
ittle Som

ething

�
を

招
き
、
高
校
生
に
無
料
ラ
イ
ブ
を

行
い
ま
し
た
。
仲
間
に
は
高
校
生

に
向
け
て
熱
い
話
も
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
私
の
わ
が
ま
ま
な
お
願

い
を
快
諾
し
て
く
れ
る
仲
間
に
出

会
え
た
こ
と
は
大
学
生
活
で
得
た

財
産
で
す
。
２
０
１
７
年
に
は
卒

業
生
を
出
し
、
私

も
次
の
夢
に
向

か
っ
て
退
職
す

る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

現
在
は
家
族

で
奥
尻
島
へ
移

住
し
、
２
つ
目
の

夢
で
あ
っ
た
「
奥

尻
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

スim
acoco

」
を

オ
ー
プ
ン
。「
イ

マ
、
コ
コ
、
に
流

れ
る
時
間
や
出

会
い
を
大
切
に

す
る
宿
」
に
し
て

昨年の星学祭の様子（本学中庭にて）

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

im
acoco

で
は
奥
尻
高
校
の

「
島
留
学
生
」
も
受
け
入
れ
、
下

宿
生
の
親
と
し
て
の
楽
し
み
も

増
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

年
々
観
光
客
が
減
少
し
て
い
る

奥
尻
島
を
盛
り
上
げ
、
た
く
さ

ん
の
方
々
を
笑
顔
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
み
な
さ
ん
、奥
尻
島

で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

ソフトボールの試合風景（本学グラウンドにて）

名誉教授授与式にて（一列目右から 3 番目：田村先生、右から 2 番目：神谷先生）

６
月
27
日
、
大
学
チ
ャ
ペ
ル
に

て
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
式
が
執

り
行
わ
れ
、
長
年
勤
務
さ
れ
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
、
前
学
長
の
田

村
信
一
先
生
と
元
文
学
部
教
授
の

神
谷
幹
夫
先
生
に
、
大
坊
学
長
か

ら
「
北
星
学
園
大
学
名
誉
教
授
」

の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

田
村
先
生
は
、
１
９
８
１
年
４

月
に
本
学
経
済
学
部
に
着
任
さ

れ
、
１
９
９
１
年
に
教
授
に
昇
格

し
、
１
９
９
４
年
に
は
著
書
「
グ

ス
タ
フ
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
研
究
」（
御

茶
の
水
書
房
）
に
て
、
第
37
回
日

経
・
経
済
図
書
文
化
賞
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
か
ら
は

本
学
学
長
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

き
今
年
３
月
に
退
職
さ
れ
ま
し

た
。神

谷
先
生
は
、
１
９
８
７
年
４

月
に
本
学
文
学
部
に
着
任
さ
れ
、

１
９
９
６
年
に
教
授
に
昇
格
し
、

「
ア
ラ
ン
学
会
　
仏
国
（
国
際
学

会
）」「
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
国
際
学
会
　

仏
国
」
等
の
会
員
と
し
て
研
究
を

続
け
ら
れ
、
今
年
３
月
に
退
職
さ

れ
ま
し
た
。

田
村
信
一
先
生
と
神
谷
幹
夫
先
生
に

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与

ゲストハウスに暮らす島留学生とご家族
（お子さんを抱っこしている方が外崎さん）

宿泊されたみなさんとゲストハウスの前で（中央が外崎さん）

文学部　英文学科卒業

外
そと

崎
ざき

 雄
ゆ う

斗
と

さん

10 月7日（日）～
　　  8日（月・祝）

今
年
度
の
体
育
祭
は
天
候
に
恵

ま
れ
、
気
持
ち
の
い
い
青
空
の
も

と
で
競
技
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
は
、
清
涼
飲
料
水
の

配
布
・
総
合
優
勝
得
点
の
簡
略
化
・

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
贈
呈
な
ど
、
新

し
い
こ
と
に
チ
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ジ
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し

た
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体
育
祭
当
日
に
清
涼
飲
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水

配
布
を
行
う
こ
と
で
例
年
以
上
に

観
戦
者
が
増
え
た
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
も
喜
び
の
声

同窓生の紹介
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後期募集講座一覧2018年度

　卒業生、一般社会人、在学生がともに学ぶための生涯学習プログラムです。
　懐かしいキャンパスで、学んでみませんか。

■ 後期募集講座一覧

社会連携センター（社会連携課　Ｃ館１階）
         電話／（代表）011－891－2731　　
平日／8：45－17：00（11：30－12：30を除く） 土曜・日曜・祝日／休み
※在学生や卒業生には受講料割引き制度が適用されます（一部除外の講座もあります）。

開 講 週：10月12日（金）～10月18日（木） より順次開講します。
申込期間： 8月25日（土）～9月11日（火）
申込方法：ウェブサイト http://www.open.hokusei.ac.jp/から
　　　　　お申し込みください。

※内容につきましては、変更になる場合があります。

スペイン語入門Ⅰ

中国語入門

ラテン語初中級

フレーズで覚えるやさしい英会話

英会話初級（ボゼア先生）

英会話中級Ⅱ（マロック先生）

英会話上級（ホイット先生）

ドイツ語初級

ハングル初級

ハングル上級

Travel English Plus 

中国語初級

Word2016スペシャリスト

Excel2016スペシャリスト

はじめての英会話Ｂ

英会話入門（キフ先生）

英会話初級（ホイット先生）

フランス語初級

ハングル入門

マヌエラ　ジッフォーニ
（スペイン語講師）

ウ　エイバイ
（本学教授）

足立　清人
（本学教授）

山岡　ゆう
（英語講師）

アラン　ボゼア
（本学非常勤講師）

アラン　マロック
（本学非常勤講師）

ティモシー　ホイット
（英会話講師）

ゲーザ　オルデハーフェル
（本学非常勤講師）

井上　敦子
（本学非常勤講師）

チョン　ヨンジュ
（本学非常勤講師）

ブライアン　バーンズ
（本学非常勤講師）

ウ　エイバイ
（本学教授）

富士通マイゼミナール講師

富士通マイゼミナール講師

アラン　マロック
（本学非常勤講師）

クリストファー　サイモンズ
（英会話講師）

ティモシー　ホイット
（英会話講師）

林　　宏和
（本学非常勤講師）

井上　敦子
（本学非常勤講師）

19：00～20：30

18：10～19：40

19：00～20：30

18：30～20：30

18：10～19：40

19：00～20：30

卒　15,000円
一般　18,000円

卒　12,000円
一般　12,000円

卒　15,000円
一般　18,000円

卒　35,200円
一般　37,200円

卒　35,200円
一般　37,200円

卒　15,000円
一般　18,000円

月

火

火
・
金

水

曜日 講座名 講　師 時　間 受講料（全12回）

はじめての英会話

ドイツ語中級

実用中国語

ハングル中級Ⅱ

スペイン語入門Ⅱ

英語で味読する
『ナルニア国物語─カスピアン王子の角笛』

ゼロから始めるやさしい英会話

英会話中級Ⅱ（カートニー先生）

英会話入門（カートニー先生）

英会話中級Ⅰ（ハリー先生）

Study and Test Skills
（英検準１級／高レベルTOEFL など）

英会話初級（ハリー先生）

英会話中級Ⅰ（バーンズ先生）

英会話上級（カートニー先生）

シニアのための再チャレンジ英会話

ハングル上級・応用編

東方キリスト教の珠玉
─ニュッサのグレゴリオス『雅歌講話』─
を味読する

経済指標でみる経済動向（中級編 -1）

経済指標でみる経済動向（中級編-２）

アラン　マロック
（本学非常勤講師）

ダニエル　アーノルド
（本学非常勤講師）

ヤン　アンナ
（本学非常勤講師）

八幡　早苗
（韓国語講師）

マヌエラ　ジッフォーニ
（スペイン語講師）

三上　　章
（元　本学チャプレン）

山岡　ゆう
（英語講師）

クリストファー　カートニー
（本学非常勤講師）

クリストファー　カートニー
（本学非常勤講師）

ハリー　チャドウィック
（本学非常勤講師）

ブライアン　バーンズ
（本学非常勤講師）

ハリー　チャドウィック
（本学非常勤講師）

ブライアン　バーンズ
（本学非常勤講師）

クリストファー　カートニー
（本学非常勤講師）

山岡　ゆう
（英語講師）

チョン　クワンジャ
（本学非常勤講師）

三上　　章
（元　本学チャプレン）

秋森　　弘
（本学教授）

秋森　　弘
（本学教授）

18：10～19：40

19：00～20：30

18：10～19：40

19：00～20：30

10：30～12：00

　

13：00～14：30

13：30～15：00

10：30～12：00
13：00～14：30

　　

 卒　15,000円
一般　18,000円

卒　15,000円
一般　18,000円
高　10,000円

卒　15,000円
一般　18,000円

一般　  無　  料
（全1回）

一般　  6,000円
（全4回）

木

金

土
AM

 

土
PM

土
AM/PM

曜日 講座名 講　師 時　間 受講料（全12回）

北星学園大学公開講座第43回

デジタル社会とビジネス・経営 ̶ デジタルとヒューマンの融合 ̶テーマ

日　　程 講義題目 講　　師

第 1回 9月28日（金）デジタル時代の経営、生き方、そして生きる意味
尾道市立大学　教　授

小川　　長

第 2回 10月 5 日（金）仮想通貨について考える
経済学部　教　授

山口　博教

第 3回 10月12日（金）マーケティング4.0を読み解く
経済学部　教　授

西脇　隆二

第 4回 10月19日（金）ヒューマンセンシング技術の研究開発
経済学部　教　授

林　　秀彦

第 5回 10月26日（金） ICT（情報通信技術）の進展と国際ビジネス
経済学部　准教授

多田　和美

第 6回 11月 2 日（金） 経営者のための情報セキュリティ
経済学部　教　授

佐藤　友暁

＜開催日時＞ 2018年11月4日（日）15：30～17：00
＜開催場所＞ 北星学園大学　Ｃ館50周年記念ホール
＜参 加 費＞ 無　料

　　講　師　　前田　ケイ先生（ルーテル学院大学　名誉教授）

北星学園女子短期大学卒業（第1期生）。コロンビア大学大学院ソーシャルワーク修士
課程修了。ルーテル学院大学大学院総合人間学研究科臨床心理学専攻教授を経て、現
在名誉教授。現在、日本心理劇学会理事・SST普及協会顧問（名誉会員）を務める。

＜内容紹介・宣伝＞
　「SST普及協会第23回学術集会in札幌」（11月3日（土・祝）13：00

～4日（日）17：00）において、一般市民の方が無料でご参加できる市

民公開講座を開催いたします。

　北星学園女子短期大学卒業生である前田ケイ先生を講師にお迎え

し、SSTの目標である‘希望志向～より快適な自分、生き方’を元

に、「家族がもっと幸せになるために」についてご講演をいただきま

す。短い時間ではありますが、皆様のふるってのご参加をお待ちして

おります。

※SST；社会的スキル訓練。社会人、学校、社会福祉や病院、心理相談領域におい
　て、対人交流のスキル(技能)向上をめざした相談の方法として、普及している。

 

西山　薫 （北星学園大学社会福祉学部）　
E-mail；nishiyama@hokusei.ac.jp
SST普及協会北海道支部 （担当：村上元、三浦由佳）　
sst.hokkaido@gmail.com 

■開催時間／18：20～19：50まで 　
■会　　場／北星学園大学内教室
■定　　員／200名（定員に達し次第締め切ります）
■受講対象／18歳以上の方で、期間中受講できる方
■受 講 料／一般 2,000円
　　　　　　本学在学生 1,000円（6回セット）
  ※申込締切日までに本学指定口座にお振り込みください。
　　口座番号等は受付時にお知らせいたします。

■申込締切日／9月14日（金）
　（受講料の振込みも締切日までにお願いします）

■申込方法／北星学園大学ホームページの申込みフォーム
                      またはメールにてお申し込みください。

①ホームページ：http://www.hokusei.ac.jp/　
　activity/openlecture/
②メールアドレス：renkei@hokusei.ac.jp
　氏名・フリガナ・年齢・住所・電話番号・職業・この公開講座を
   何からお知りになったかを明記し送信してください。

前田ケイ先生による市民公開講座

「家族がもっと幸せになるために」

問い合わせ先
問い合わせ先

問い合わせ先

北星学園大学　社会連携課
大学公開講座係
TEL：011‐891‐2731　
9：00～11：30／12：30～17：00（土日祝除く）
メール：renkei@hokusei.ac.jp

～デジタル時代の
　マーケティングとは？～

英会話クラスの様子
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　北星学園大学図書館は、地域の方や

高校生も利用しています。同窓生の方

もぜひご利用ください。ご利用の際は、

身分証明書と写真を持参し手続きして

ください。

　詳しい利用方法

や開館日程につい

ては、本学図書館

ホームページより

ご確認ください。

　同窓会から在学生への還元事業として図書館への図書寄贈を毎年行っています。在学生へのアンケートを
実施し、在学生が読みたい図書や親しみやすい図書を選定しています。

同窓会寄贈図書が展示されました！

今年度の寄贈図書一覧

アクセシビリティ支援室パンフレット＆お便り

※ アクセシビリティとは…   
　必要とする情報や資源・施設等に、障害の有無に関わら
　ず誰もが容易にアクセスでき、誰もがそれを利用できる
　ことを言います。

ノートテイク講習会の様子

ノートテイカーは2人連携で
パソコンに入力していきます

アクセシビリティ支援室

PEPNet-Japan（日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク）の聴覚
障害学生支援に関する実践事例コンテスト2017の発表ブースで

コンテストで発表したポスター

〜豊かで充実した学生生活が送れるために〜
　 障害その他の理由で困難を感じている方への
 　支援をコーディネートします。

2016年4月に発足した支援活動の取組

　北星学園大学のアクセシビリティ支援室は2016年４月に発足
した、障害のある学生及び特別な支援を必要とする学生への支
援を行う場所です。
　2016年４月「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法
律（障害者差別解消法）」が施行されました。本学の障害学生
支援の歴史は長く、約30年前に視覚障害学生へ教科書の朗読､
録音などのリーディングサービスを提供したことからスタート
しています。その後も障害のある学生が入学される度に支援活
動を充実させてきましたが、今回、法の施行をきっかけにこう
した取り組みや支援を行う拠点として支援室が設置されました｡
　支援室には相談スタッフが常駐しており、視覚障害、聴覚障
害、肢体不自由、発達障害など様々な障害のある学生に対して
合理的配慮に基づく支援の提供、それらを支える支援学生の養
成等を行っています。
　主な支援のひとつとして聴覚障害学生への支援にはノートテ
イクがあげられます。聴覚に障害のある学生に対し、講義内容
をリアルタイムでパソコンに入力し、文字化して伝える情報保
障支援を行っています。ノートテイクを担当する学生はノート
テイカーと呼ばれ、現在25名が活動中です。昨年、日本聴覚障
害学生高等教育支援ネットワーク主催のシンポジウムにおける
「聴覚障害学生支援に関する実践事例コンテスト2017」に初参
加しました。作成したポスターを用いて日頃の支援活動内容の
プレゼンテーションを行い、全19の参加団体の中から３位入賞
にあたるグッドプラクティス賞を受賞しました。本学の支援活
動を全国の大学の方に知っていただけたこと、他大学の支援方
法を知ることができたこと、同じ支援活動を行う学生達との交
流できたことは、支援室そしてノートテイカー達にとって貴重
な経験となりました。
　支援室はＡ館１階に設置され、各種面談の他、ノートテイ
カー養成講座や学生企画の手話勉強会、また、障害のある学生
と支援学生の交流の場としても広く活用されています。
　アクセシビリティ支援室では全ての学生が社会的障壁を感じ
ることなく学生生活を送ることができるよう、今後も学生一人
ひとりに合った支援を考えていきます。

ノートテイク中間報告会。定期的に開催し､
テイクをする上で困ったことなどを共有し
解決策を考え、実践につなげます

支援室内にあるミーティングルーム
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講演会・コンサートも回を重ねる毎に、多くの皆さまのご参加をいただいております。これからも一層充実
した内容に向けて努力したいと考えております。今後とも皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

　今年も各支部にて、総会・懇親会が開催されます。お近くにお住まいの方はぜひお越しください。

同窓会には各地に支部があります。ぜひ同窓会の
活動にご参加ください。

●旭川支部（1983年発足）支部長　西岡　将晴
                   （090）7648－1997　kembuchi2000@yahoo.co.jp 
●帯広支部（1985年発足）支部長　成田　啓介
                   （0155）56－4706（特養札内寮）　mansei@cameo.plala.or.jp
●北見支部（1987年発足）支部長　三浦　鶏一
　　　　　      連絡は北見支部総務　関口篤司まで
                   （090）8909－3316　atsushi.sekiguchi@city.kitami.lg.jp
●東京支部（1988年発足）支部長　遠田　嘉憲
                   （04）2949－6726　ysr-enda@tbz.t-com.ne.jp
●函館支部（1988年発足）支部長　畑中　博史
                   （0138）46－2537　hiro -121@sea.ncv.ne.jp
●釧路支部（1989年発足）支部長　角　　隆史
                   （0154）65－9812　kaku4744@msn.com
●千歳支部（1996年発足）支部長　千葉　英二
                   （0123）24－5564　hirom78cosmos.@docomo.ne.jp

各支部連絡先

北見支部

釧路支部

帯広支部

函館支部

旭川支部

東京支部

千歳支部

※設立30周年を迎えました。

月    日（土）

月    日（土）

月    日（日）

月    日（土）

月    日（土）

月    日（土）

月    日（土）

25

1

2

8

22

10

1

8

9

9

9

9

11

12

北味グルメランド　治助
(北見市北５条西３丁目ナシオビル１Ｆ）

釧路市生涯学習センターまなぽっと  8Ｆ特別室
(釧路市幣舞町４番２８号）

リッチモンドホテル帯広駅前１Ｆ
(帯広市西１条南11丁目７番地）

フォーポイントバイシェラトン函館
(函館市若松町１４番１０号）

アートホテル旭川　2階ライラック
(旭川市７条通６丁目）

アルカディア市ヶ谷
(東京都千代田区九段北４-２-２５）

海老天
(千歳市幸町６丁目1-１７）

支部名 日　程 時　間 会　場

夜光杯帯広駅前店
やこうはい

総　会　17：15～
懇親会　17：30～
　
設立30周年記念レセ
プション  18：00～
　

18：00～
　
総　会　18：00～
懇親会　18：30～
　
総　会　17：30～
懇親会　18：00～
　

16：00～

17：30～
（予定）

お申し込み・問い合わせ先

コンサートの申し
込み方法について

お願い

①オカリナコンサート

②石川祐支＆大平由美子コンサート
月　 日（月）

月　 日（月）

9

11

10

12

月　 日（金）

月　 日（金）

9

11

  28

30

～

～

石川祐支＆大平由美子
デュオ・コンサート

～Advent（待降節）によせて～

日 時：12月2日（日）午後２時から
会 場：本学チャペル

1993年、CDデビュー。翌年、『Ocarina』でメジャー
デビュー。これまでに自作曲を中心とするCDを14枚、
楽譜集を５冊出版。代表曲にNHK“みんなのうた”放
送の「ななかまどの秋」、続のほほん茶テレビCMの
「たんぽぽぽ」などがある。外務省の招聘により、
2006年韓国、2008年エクアドル、2015年ニカラグア、
パナマ、ドミニカ共和国で公演を行う。2007年のイタ
リア公演において「伝統的音楽文化向上への貢献」によ
り、“ロンバルディア州知事金メダル”を受賞。2018年
6月、曲集『オカリナの四季』を出版。

本谷美加子プロフィール

初めてチャペルに響くオカリナの魅力をご堪能下さい。

豊潤な音色をあやつるデュオがチャペルに戻って来ます。決して立ち
止まらず音楽への追求をし続けているお二人の演奏に、ご期待下さい。

演奏予定曲目

・バッハ

　羊は安らかに草を食み、

　主よ、人の望みの喜びよ

・ベートーヴェン

　チェロソナタ第3番より

　ピアノソナタ月光より

・ショパン

　ノクターン嬰ハ短調（遺作）

・ドビュッシー

　チェロソナタ

・フォーレ

　夢のあとに

・ラフマニノフ

　ヴォカリーズ

　　　　　　　　─ほか

各々の申し込み受付け開始日は下記のとおりです。

これ以前のお申し込みは無効となります。

ピアノ 大平 由美子チェロ 石川 祐支

去
る
５
月
19
日
（
土
）
午
後
２

時
よ
り
第
19
代
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
マ

ル
タ
ン
・
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
氏
を
お

迎
え
し
て
、パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
天
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
チ
ャ
ペ
ル
が
満
席
と
な
る
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
オ
ル
ガ
ン

音
楽
の
300
年
」
と
題
し
て
、
ホ
セ
・

ヒ
メ
メ
ス
「
バ
タ
ー
リ
ャ
」、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト「
幻
想
曲
ヘ
短
調
」、バ
ッ

ハ
「
前
奏
曲
と
フ
ー
ガ
変
ホ
長
調
」

な
ど
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
あ
ら

か
じ
め
本
学
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

の
仕
様
に
適
し
た
選
曲
を
し
て
く

だ
さ
り
、
演
奏
曲
目
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
解
説
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
添

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

荘
厳
な
中
に
も
優
し
く
静
か
な

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
厳
粛
な
リ

ズ
ム
な
ど
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
重

厚
な
調
べ
が
チ
ャ
ペ
ル
い
っ
ぱ
い

に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
と
り
わ

け
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
氏
ご
自
身
作
曲

の
即
興
に
よ
る
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の

「
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
」
は
コ
ラ
ー
ル
の

主
旋
律
が
大
胆
な
指
使
い
と
細
や

か
で
踊
る
よ
う
な
旋
律
を
奏
で
、

聴
衆
を
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
へ
誘
っ

て
く
れ
る
よ
う
で
し
た
。

若
き
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
グ
レ
ゴ

リ
ウ
ス
氏
の
演
奏
は
、
言
葉
は
な

く
て
も
聴
衆
の
心
に
し
み
わ
た
り

「
音
楽
は
世
界
語
で
あ
り
、翻
訳
の

必
要
が
な
い
。そ
こ
に
お
い
て
は
、

魂
が
魂
に
話
し
掛
け
て
い
る
」
と

い
う
バ
ッ
ハ
の
名
言
を
肌
で
感
じ

ら
れ
る
素
敵
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
し

た
。
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福
祉
の
学
び
を
深
め
る
」
と
い
う

目
標
を
定
め
ま
し
た
。
留
学
生
活

を
通
し
て
多
種
多
様
な
文
化
や
価

値
観
に
触
れ
る
こ
と
で
、
社
会
福

祉
の
領
域
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る

多
面
的
な
視
点
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
留
学

の
実
現
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と

私
自
身
の
能
力
を
備
え
る
た
め

に
、
当
該
奨
学
金
を
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
、
英
語
や
社
会
福
祉
に
関

す
る
た
く
さ
ん
の
教
材
に
触
れ
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
留
学
費

用
に
も
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
く

思
い
ま
す
。
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

「
学
内
外
で
様
々
な
活
躍
を
し
、

同
窓
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
く
れ
る
学
生
」
を
募
集
条
件
と

し
、
今
年
も
同
窓
会
奨
励
生
を
募

集
い
た
し
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た

自
己
推
薦
文
を
基
に
審
査
を
行

い
、
４
名
の
学
生
が
同
窓
会
奨
励

生
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
12
日
（
木
）
に
は
「
奨
励

金
授
与
式
と
奨
励
生
の
集
い
」
を

開
催
し
、
大
坊
郁
夫
学
長
や
松
倉

千
春
同
窓
会
会
長
は
じ
め
、
同
窓

奨励金授与式での集合写真

編
集
後
記

＜住所変更届をお忘れなく！＞
　会員の皆様や同窓生のご友人・ご家族で住所が変わった方
は同窓会事務局までご一報ください。同窓生同士の繋がりが
同窓会活動を支えていますのでご協力をお願いいたします。
なお、本学ホームページの住所変更フォーム、その他、メー
ル・はがき・電話にてお知らせください。個人情報は同窓会
活動以外には使用いたしません。

北星学園大学同窓会事務局
〒００４-８６３１　札幌市厚別区大谷地西 2 丁目 3 -1
TEL：011-891-2731　FAX：011-896-8311
E-mail：dousoukai@hokusei.ac.jp

　
今
年
は
10
月
20
日
（
土
）
に
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
同
窓
生
が
参
加
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
整
備
さ

れ
た
校
舎
や
昔
と
変
わ
ら
な
い
チ
ャ

ペ
ル
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
、
ま
た
懐
か
し
の
味
・
学
食
メ

ニ
ュ
ー
も
用
意
い
た
し
ま
す
。
同
期

や
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
を
誘
っ
て

ぜ
ひ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

〈
同
窓
会
事
務
局
　
西
藤
〉

会
幹
事
や
過
年
度
奨
励
生
が
多
数

出
席
す
る
中
、
奨
励
金
を
授
与
し

ま
し
た
。
奨
励
生
た
ち
が
同
窓
会

と
大
学
の
架
け
橋
と
な
り
、
活
発

に
同
窓
会
活
動
に
参
加
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
窓
会
事
務
局
で
は
、
奨
励

生
た
ち
と
の
関
わ
り
を
さ
ら
に
持

て
る
よ
う
、
お
昼
休
み
な
ど
を
利

用
し
て
奨
励
生
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
や
ラ
ン
チ
会
を
開
く
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

今年度採用された奨学生（左から後藤さん、森さん、大久さん、浪内さん）

問い合わせ

第3回 北星学園大学文学部社会福祉学科
　　　　　　　　　　　同期会開催のお知らせ
　               ＜日　時＞ 2018年11月17日（土）18：00より

　               ＜場　所＞ 札幌サンプラザ（3 階　柏の間）
　　　　 　             札幌市北区北 24 条西 5 丁目

　              ＜参加費＞ 6,000 円（当日会場受付にて）

　　　　　　 090−8274−7034：hajimeyama＠pop02.odn.ne.jp
　　　　　　 電話またはメールで　山崎　まで

1977年入学

 

同
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生
と
し
て

 

の
意
気
込
み

　

          

文
学
部
　
英
文
学
科

     

　
　
　
　
　

4
年
　

森も
り

　
　
祐ゆ
う
た太

　
　

2
0
1
8
年
2
月
1
日
〜
2
0
1
8
年
6
月
30
日
報
告
分
か
ら
抜
粋

【
N
M
A
】

◆
冬
季
定
期
演
奏
会

◆
追
い
コ
ン
ラ
イ
ブ

◆
新
入
生
歓
迎
ラ
イ
ブ

【
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
】

◆
旭
川
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
会
長
杯
争
奪

　
第
23
回
大
学
生
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
旭
川
大
会

【
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
ぽ
ら
り
す
．】

◆
ぽ
ら
り
ず
む. 

2
0
1
8

◆
新
歓
ラ
イ
ブ

【
映
画
研
究
会
】

◆
2
0
1
7
 シ
ネ
マ
de
ポ
リ
ス

◆
新
入
生
歓
迎
上
映
会

【
演
劇
サ
ー
ク
ル
】

◆
2
0
1
8
年
度
卒
業
公
演

◆
新
入
生
歓
迎
公
演

【
競
技
ダ
ン
ス
部
】

◆
後
期
新
人
戦
・
O
B
杯

◆
北
楡
杯

【
軽
音
楽
部
】

◆
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

◆
新
入
生
歓
迎
ラ
イ
ブ

【
剣
道
部
】

◆
平
成
29
年
度
札
幌
市
厚
別
区
剣
道
連
盟

　
剣
道
祭
兼
厚
別
区
剣
道
連
盟
選
手
権
大
会

◆
第
33
回
北
海
道
女
子
剣
道
段
別
選
手
権

　
及
び
第
64
回
北
海
道
剣
道
段
別
選
手
権

　
厚
別
区
予
選
会

◆
第
64
回
北
海
道
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

　
第
45
回
北
海
道
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

◆
総
理
大
臣
杯

◆
学
生
リ
ー
グ

【
写
真
部
】

◆
北
星
学
園
大
学
写
真
部
　
卒
業
写
真
展

【
障
が
い
児
者
福
祉
研
究
会
】

◆
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
長
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
書
道
部
】

◆
第
69
回
全
国
書
初
作
品
大
会

　
文
化
院
賞
　
亀
岡
　
祐
哉

【
吹
奏
楽
部
】

◆
卒
業
式

◆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

◆
3
月
C
A
P
O

◆
入
学
式

◆
サ
ン
ピ
ア
ザ
コ
ン
サ
ー
ト

◆
メ
モ
リ
ア
ル
ス
テ
ー
ジ
コ
ン
サ
ー
ト

【
ス
キ
ー
部
】

◆
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
テ
ク
ニ
カ
ル
カ
ッ
プ

　〈
一
般
女
子
の
部
〉　
　
2
位
　
長
友
さ
く
ら

◆
第
45
回
全
国
学
生
岩
岳
ス
キ
ー
大
会

◆
第
36
回
北
海
道
学
生
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会

【
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
流
】

◆
ゲ
リ
ラ
ラ
イ
ブ

◆
流
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

◆
W
A
K
A
T
E

【
軟
式
庭
球
部
】

◆
第
50
回
春
季
北
海
道
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
16
回
大
学
対
抗
新
人
戦
大
会

◆
第
66
回
会
長
杯
兼
国
体
札
幌
選
抜
選
考
会

【
羽
球
部
】

◆
第
60
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
春
季
リ
ー
グ
戦
大
会

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
34
回
北
海
道
大
学
男
・
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
リ
ー
グ
道
央
地
区
大
会

　
男
子
１
部
リ
ー
グ
　
2
位

◆
春
季
大
会

　
男
子
2
部
リ
ー
グ
　
2
位
　

　
入
替
戦
後
、 

1
部
昇
格

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
13
回
北
海
道
ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ッ
プ

◆
第
57
回
北
海
道
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

◆
平
成
30
年
度
北
海
道
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

　
春
季
リ
ー
グ
　
男
子
二
部
　
2
位

【
放
送
研
究
会
】

◆
東
京
ビ
デ
オ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
8

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
40
年
記
念
大
会

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
a
b
l
e
】

◆
つ
ど
ー
む
会
場
・
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り

◆
も
み
人
ふ
れ
あ
い
祭
り

【
ラ
ク
ロ
ス
部
】

◆
鹿
島
オ
ー
プ
ン

◆
イ
ン
ド
ア
大
会

◆
香
港
オ
ー
プ
ン

◆
ス
プ
リ
ン
グ
大
会

◆
2
0
1
8
年
度
ど
さ
ん
こ
リ
ー
グ

【
陸
上
競
技
部
】

◆
北
海
道
学
連
競
技
会

◆
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
　
豊
平
川
マ
ラ
ソ
ン

◆
第
4
回
岩
見
沢
陸
上
競
技
大
会

　
一
般
・
高
校
女
子
　
三
段
跳
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
1
位
　
藤
澤
　
言
羽

　
一
般
・
高
校
女
子
　
走
幅
跳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
1
位
　
藤
澤
　
言
羽

◆
第
73
回
空
知
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
一
般
男
子
　
走
高
跳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
1
位
　
青
木
　
優
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
　
8
名

◆
北
海
道
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　
女
子

100
ｍ
Ｈ
　
　
　
第
1
位
　
遠
山
ち
ひ
ろ

　
女
子
三
段
跳
び
　
　
第
1
位
　
藤
澤
　
言
羽

こ
の
度
は
、
同
窓
会
奨
励
生
に

ご
選
出
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
奨
励
生
の
１
人
と

し
て
活
動
で
き
る
こ
と
が
大
変
嬉

し
く
、
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
同
窓

会
奨
励
生
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

を
持
ち
つ
つ
、
積
極
的
に
活
動
へ

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

私
は
入
学
当
初
か
ら
北
海
道
内

で
の
英
語
教
員
を
目
指
し
て
４
年

間
大
学
生
活
を
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
私
が
行
っ
て
き
た

活
動
と
し
て
国
際
交
流
活
動
や
北

星
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
ど

ん
な
時
で
も
助
け
て
く
れ
る
仲
間

が
い
る
こ
と
、
そ
し
て
自
分
自
身

が
誰
か
の
力
に
な
る
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
は
教
員
と
し
て
仲

間
を
大
切
に
で
き
る
生
徒
を
育
て

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
窓
会
奨
励
生
と
し
て
北

星
学
園
大
学
の
魅
力
を
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

活
動
に
取
り
組
み
、
人
と
人
と
の

結
び
つ
き
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
度
は
、
同
窓
会
奨
励
生
に

採
用
し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
は
同
窓
会
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
自
分
の
で
き
る
事
を
精
一
杯
や

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

将
来
私
は
、
国
際
協
力
の
現
場

で
活
躍
で
き
る
仕
事
に
携
わ
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

語
学
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
、
ビ

ジ
ネ
ス
英
語
の
習
得
を
目
的
と
し

た
講
座
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
資
格
取

得
の
資
金
と
し
て
奨
学
金
を
活
用

こ
の
度
は
、
同
窓
会
奨
励
生
に

採
用
し
て
く
だ
さ
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
星
学
園
大
学
に
入
学
し
て
か

ら
１
年
が
経
ち
、
様
々
な
人
と
出

会
い
、
多
く
の
学
び
や
経
験
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
過

程
で
、
主
体
的
に
何
事
も
取
り
組

み
、
挑
戦
し
続
け
る
姿
勢
の
大
切

さ
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、「
留
学
し
て
、
さ
ら
に
社
会

こ
の
度
は
同
窓
会
奨
励
生
に
採

用
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
光
栄
に
思

い
、
よ
り
一
層
学
業
に
対
す
る
意

識
が
高
ま
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

高
校
時
代
の
体
調
不
良
に
よ

り
、
入
学
時
は
大
き
な
不
安
を
抱

え
て
お
り
ま
し
た
。
吊
橋
を
渡
る

よ
う
な
生
活
を
経
て
１
年
、
こ
う

し
て
こ
の
記
事
を
書
い
て
お
り
ま

す
と
、
嬉
し
さ
で
思
わ
ず
目
に
熱

い
も
の
が
込
み
上
げ
て
き
ま
す
。

胸
を
張
り
、
も
う
一
度
前
へ
踏
み

出
す
き
っ
か
け
を
い
た
だ
い
た
北

星
学
園
大
学
に
、
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
も
健
康
を
維
持
し
、
卒
業

ま
で
毎
日
元
気
に
通
う
の
が
目
標

で
す
。
そ
の
姿
勢
が
今
ま
で
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
恩
返
し

と
な
れ
ば
嬉
し
い
限
り
で
す
。
長

い
よ
う
で
短
い
学
生
時
代
、
日
々

の
発
見
と
喜
び
を
大
切
に
ゆ
っ
く

り
と
過
ご
し
て
参
り
た
い
で
す
。

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。実

戦
的
な
語
学
能
力
を
習
得
す

る
こ
と
で
、
世
界
の
情
報
を
よ
り

正
確
に
理
解
し
収
集
を
し
て
、
多

方
面
か
ら
物
事
を
見
て
正
し
い
情

報
を
見
極
め
ら
れ
る
よ
う
な
社
会

人
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
自
分
に
自
信
を

つ
け
夢
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
い

き
た
い
で
す
。

 

夢
に
向
か
っ
て

　

          

経
済
学
部
　
経
済
学
科

     

　
　
　
　
　

4
年
　

大だ
い
ひ
さ久

　
弥み
な
ぎ凪

 

目
標
に
向
け
て

　

          

社
会
福
祉
学
部
　
福
祉
計
画
学
科

     

　
　
　
　
　

2
年
　

浪な
み
う
ち内

　
紫し
う
ん雲

 

喜
び
を
胸
に

　

          

短
期
大
学
部
　
英
文
学
科

     

　
　
　
　
　

2
年
　

後ご
と
う藤

　
悦え
つ
こ子


